P14-15［小説２］

――バレーボール部のキャプテンで＊リベロのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きり),桐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しま),島)が部活をやめると顧問から告げられた「俺」（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),小)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いずみ),泉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふう),風)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すけ),助)）の語りの場面である。――
　①悲しそうな、残念そうな顔をしろ。耳元で、俺が俺にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ささや),囁)いた。水色のＴシャツと自分の肌の間を、薄く形を変えた風が、す、と通り過ぎていく。自分の内側にあった汚い気持ちがそのまま（　Ａ　）とにじみ出てきたような嫌な汗が、（　Ｂ　）と浄化されていく気がした。

　顧問は明らかに言葉を選んでいた。②「やめる」という言葉を使わないで説明しようとしているのが見ていて苦しい。マネージャーはなんとなく事情を知っているような顔をして、ちょっと下を向いている。マジでかよ、と、隣にいるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),孝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すけ),介)が小声でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つぶや),呟)いたのが聞こえた。

「つまり、まあ、ちょっと桐島はおらんようになるけど、副キャプテンの孝介中心に、とりあえず次の大会まで頑張ろう。だからリベロはお前な、風助。」

　油断していた。ふわっと、視線が重い空気となって自分に向かってきたのがわかった。孝介が、ひじでこつんと俺の体を突く。はい、と返事をしたけれど、なんとも頼りない声になってしまった。喜びも悲しみも、何の感情も帯びていない③EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りん),凛)とした声を出すつもりだったのに。

「次の試合は桐島なしでⓐノゾむことになると思う。だけど負けるわけにはいかん。わかっとるな。」
　はい、とメンバーの声がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そろ),揃)った。俺の声も、その中にうまくⓑマギれることができたはずだ。
「何も動揺するなよ。いつも通りランニングからだ。」

　行け、と顧問が言うと、円になっていたメンバーがなんとなく崩れて、いつも通りに二列を作ろうとする。だけどいつも孝介と先頭を走っていた桐島が抜けた分、もたもたと列を作り直して、俺は孝介の隣につくことになった。いつもは俺の目の前で滑らかに動いていた背筋が、ない。

　ザッザッザ、と人数分の足音がリズムをⓒ刻む。
「次の試合、」孝介が前を向いたまま言った。「お前、リベロとして出られるってことやな。」見なくてもわかる。たぶん孝介の口元は、ちょっとだけ、笑っている。

「お前……あんまそういうこと言わんほうがいいて。」

　俺は少しだけEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とが),咎)めるようなⓓ声色でそう言った。うまく、④そういう感じを出せていたらいいな、と思った。
「まあそうやけど。」

　窓からの光に、孝介の横顔が照らされている。太い首に通る筋がたくましい。

「ほんとはお前、ちょっとはうれしーやろ。」

⑤何言っとるんやて、とうまく言えたかどうかはわからないが、とりあえずランニングが終わって、パスと対人レシーブが始まった。（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あさ),朝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),井)リョウ『桐島、部活やめるってよ』）
＊リベロ―バレーボールで守備専門の選手。

問１　＝＝線部ⓐ〜ⓓの漢字はひらがなに、カタカナは漢字にそれぞれ直しなさい。
ⓐ＝〔　　　　　〕む　　ⓑ＝〔　　　　　〕れる
ⓒ＝〔　　　　　〕む　　ⓓ＝〔　　　　　〕
問２　本文中の（　）Ａ・Ｂに入る適切な擬態語を次から選び、それぞれ記号で答えなさい。

直後の動詞がヒント。

ア　すんなり　　イ　さらさら　　ウ　ゆったり

エ　じわり　　　オ　すらすら

Ａ＝〔　　　　〕　Ｂ＝〔　　　　〕

問３　――線部①について、

⑴この時の風助の心情として、最も適切なものを次から選び、記号で答えなさい。
本当の心情を隠すために自分に命じている。

　ア　悲しい　　イ　うれしい　　ウ　さびしい

〔　　　　〕

⑵どうしてこのような心情になったのかを説明した次の文の空欄に、適切な表現を本文中から十字で抜き出して記入しなさい。
「次の試合」という言葉に注目して探す。

次の試合に

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

ことになったから。

問４　――線部②とあるが、「やめる」という言葉のかわりに何という言葉を使っているか。本文中から抜き出しなさい。

顧問の言葉に注目。

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

問５　――線部③「凛とした声」とはどんな声か。次から最も適切なものを選び、記号で答えなさい。

実際に出た声とは対照的な声。

ア　鈴がりんと鳴るような高い声。

イ　抑揚のない一本調子な声。

ウ　ひきしまって威厳のある声。　
〔　　　　〕

問６　――線部④「そういう感じ」とは、どういう感じか。次の解答欄に合うように、適切な表現を本文中から抜き出して記入しなさい。

直前の部分から探す。

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］感じ。

問７　――線部⑤「何言っとるんやて」という言葉の説明として最も適切なものを次から選び、記号で答えなさい。

直前の孝介の言葉に対する反応。

ア　本心を言い当てられたので隠したくて否定している。

イ　思ってもいないことを言われたので否定している。

ウ　相手が何を言っているのかわからないので尋ねている。

〔　　　　〕

【解答】

問１　ⓐ臨〔む〕　ⓑ紛〔れる〕　ⓒきざ〔む〕　ⓓこわいろ
問２　Ａ＝エ　　Ｂ＝イ

問３　⑴イ
　　　⑵〔次の試合に〕リベロとして出られる〔ことになったから。〕
問４　おらんようになる

問５　ウ

問６　咎めるような〔感じ。〕

問７　ア

P16-17［国語基礎力］

［『桐島、部活やめるってよ』関連問題］

１　「声色」の「声」のように、他の語と結び付く場合に音の変化を起こす語がある。次の言葉をすべてひらがなに改めなさい。

①手綱　　（　　　　　）　　②風上　　　　（　　　　　）

③目深　　（　　　　　）　　④目の当たり　（　　　　　）

⑤金縛り　（　　　　　）　　⑥金物　　　　（　　　　　）

⑦胸騒ぎ　（　　　　　）　　⑧上着　　　　（　　　　　）

⑨雨雲　　（　　　　　）　　⑩雨戸　　　　（　　　　　）

２　次の傍線部の擬態語の意味と最も関係のある言葉を後から選び、記号で答えなさい。

①ふわっと、視線が重い空気となって自分に向かってきた。（　　　）

②もたもたと列を作り直した。　　（　　　）

③問題にすらすらと答える。　　　（　　　）

④質問をのらりくらりとかわす。　（　　　）

　ア　核心に触れない　　イ　乱雑

　ウ　スムーズ　　　　　エ　広がるさま

　オ　不安定　　　　　　カ　まごつく

［形の似た漢字］

１　次の傍線部の漢字として正しいほうに○をつけなさい。

①二学期の成セキ（　積・績　）が上がった。

②取シャ（　拾・捨　）選択する。

③交通イ（　違・偉　）反で罰金を払った。

④ショウ（　昭・照　）明器具の掃除をする。

⑤平安時代のマッ（　未・末　）期。

２　次の傍線部のカタカナを漢字に直しなさい。

①　ア　モンEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),戸)を閉ざして出ない。［　　　］

　　イ　クラブの顧モンの先生に相談する。［　　　］

②　ア　父のイ産を受け取る。［　　　］

　　イ　選手団を派ケンする。［　　　］

③　ア　定期コウ査の勉強をする。［　　　］

　　イ　彼は親コウ行な青年だ。［　　　］

④　ア　暴走は危ケンな行為だ。［　　　］

　イ　高校の入学試ケンを受ける。［　　　］

　　ウ　消火器の点ケンをする。［　　　］

［慣　用　句］
１　次の空欄に入る動物名を下から選び、記号で答えなさい。

①（　　　）の一声＝周囲を従わせる有力者の一言。　　ア　猿

②（　　　）舌＝熱いものが苦手。　　　　　　　　　　イ　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たぬき),狸)
③（　　　）寝入り＝眠ったふりをすること。　　　　　ウ　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つる),鶴)
④（　　　）知恵＝浅はかな知恵。　　　　　　　　　　エ　猫

２　次の空欄に適切な漢数字を入れなさい。

①［　　　］の足を踏む＝ためらっていること。

②［　　　］方ふさがり＝どんな方法でもうまくいかない様子。

③EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うり),瓜)［　　　］つ＝非常によく似ている様子。

④紙［　　　］重＝わずかな違いのこと。

３　次の言葉の意味として、正しいほうの記号に○をつけなさい。

①目をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さんかく),三角)にする（ア　怒りを表す　　イ　驚く）

②手に余る（ア　自力では及ばない　　イ　自力でできる）

③歯が浮く

　（ア　歯が痛くなる　　イ　きざな言動に不快感を覚える）

④頭が上がらない

　（ア　非常に疲れている　　イ　対等の立場に立てない）

［係り受け］
１　次の空欄に入れるのに適切な言葉を下から選び、記号で答えなさい。（同じ言葉は二度使わない。）

①明日は（　　　）雨だろう。　　　　　ア　もし

②（　　　）それを早く言わないのか。　イ　まるで

③（　　　）絵のような景色だ。　　　　ウ　たとえ

④（　　　）止められても行く。　　　　エ　なぜ

⑤（　　　）雨なら試合は延期します。　オ　たぶん

２　次の言葉に続く最適なものを下から選び、記号で答えなさい。

①どうか　　（　　　）
ア　そんなことはあるまい。

②まさか　　（　　　）
イ　許してください。

③ぜひ　　　（　　　）
ウ　ご心配のことでしょう。

④さぞ　　　（　　　）
エ　見られない。

⑤めったに　（　　　）
オ　お会いしたい。

⑥たった　　（　　　）
カ　食べても太らない。

⑦さっぱり　（　　　）
キ　一度会っただけだ。

⑧必ずしも　（　　　）
ク　わけがわからない。

⑨どうして　（　　　）
ケ　来るとは限らない。

⑩いくら　　（　　　）
コ　遅れたのか。
【解答】

『桐島、部活やめるってよ』関連問題

１　①たづな　　②かざかみ　　③まぶか　④まのあたり　⑤かなしばり

　　⑥かなもの　⑦むなさわぎ　⑧うわぎ　⑨あまぐも　　⑩あまど

２　①エ　②カ　③ウ　④ア

形の似た漢字

１　①〔成〕績　②〔取〕捨　③違〔反〕　④照〔明〕　⑤末〔期〕

２　①ア＝門〔戸〕　イ＝〔顧〕問

　　②ア＝遺〔産〕　イ＝〔派〕遣

　　③ア＝考〔査〕　イ＝孝〔行〕

　　④ア＝〔危〕険　イ＝〔試〕験　ウ＝〔点〕検

慣用句

１　①ウ　②エ　③イ　④ア

２　①二　②八　③二　④一

３　①ア　②ア　③イ　④イ

係り受け

１　①オ　②エ　③イ　④ウ　⑤ア

２　①イ　②ア　③オ　④ウ　⑤エ　⑥キ　⑦ク　⑧ケ　⑨コ　⑩カ
